
「
民
政
会
」議
会
報
告

■
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

問

昨
今
、
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
が
多
く
発
生
し
、
多
く
の

方
々
が
、
小
中
学
校
の
体
育
館

で
の
避
難
生
活
の
映
像
を
目
に

す
る
。
そ
の
光
景
は
、
夏
は
暑

く
、
冬
は
寒
い
厳
し
い
環
境
で

の
避
難
生
活
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
導
入
に
つ
い
て
の
本
市

の
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答

県
外
に
は
、
業
務
用
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
を
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
部
分
に
６
〜
10
台
設

置
す
る
方
式
で
１
校
当
た
り
４

千
〜
６
千
万
円
程
度
と
い
う
事

例
も
あ
る
が
、
予
想
以
上
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
増
加
に
苦
慮

し
て
い
る
。
ま
た
、
体
育
館
に

導
入
す
る
場
合
、
国
庫
補
助
率

は
概
ね
６
分
の
１
と
な
り
、
財

政
へ
の
負
担
も
大
き
い
。

引
続
き
運
用
状
況
な
ど
を
含

め
、さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
い
。

■
お
い
し
い
秦
野
の
水
の
販
売

拡
大
に
つ
い
て

問

市
民
の
利
便
性
や
本
市
の

財
産
で
も
あ
る
名
水
ア
ピ
ー
ル

の
た
め
、
も
っ
と
販
売
を
拡
大

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
在

の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答

現
在
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
66
店
舗
中
約

20
％
の
店
舗
に
取
り
扱
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
よ
り

多
く
の
販
売
店
に
取
り
扱
っ
て

も
ら
う
よ
う
努
め
て
行
く
。

和田 ひろゆき

■
公
務
員
の
副
業
（
地
域
に
飛

び
出
す
公
務
員
）
に
つ
い
て

問

一
人
の
地
域
住
民
と
し
て

社
会
貢
献
活
動
・
地
域
づ
く
り

活
動
に
参
画
す
る
公
務
員
を
支

援
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答

市
職
員
が
積
極
的
に
地
域

活
動
を
行
う
環
境
づ
く
り
・
地

域
の
一
層
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
こ
と
も
職
員
自
身
に
と
っ

て
見
識
を
深
め
成
長
す
る
な
ど

今
後
も
情
報
収
集
し
制
度
の
研

究
を
進
め
て
行
き
た
い
。

■
渋
沢
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
つ
い
て

問

丹
沢
は
本
市
の
最
大
の
地

域
資
源
で
あ
り
渋
沢
駅
の
北
側

に
話
題
が
集
中
し
南
側
へ
の
意

識
は
感
じ
な
い
。
渋
沢
地
区
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
は
ど
う
か
。

答

商
店
街
店
舗
魅
力
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
を
創
設
し
集
客
力

を
高
め
、
篠
窪
バ
イ
パ
ス
の
開

通
と
渋
沢
千
村
地
区
の
資
源
を

活
用
し
魅
力
を
発
信
し
て
行
く
。

■
小
学
校
の
英
語
教
科
化
に
向

け
て

問

本
市
の
小
学
校
英
語
教
育

は
、
あ
と
一
年
に
迫
っ
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
課
題
と
対

応
が
必
要
で
あ
る
の
か
。

答

小
学
校
教
員
の
指
導
力
の

向
上
が
急
務
で
あ
る
。
上
智
・

東
海
両
大
学
の
先
生
の
助
言
で

指
導
方
法
と
評
価
を
進
め
、
楽

し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
学
校
現
場

へ
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
行
く
。

諸星 光

秦
野
赤
十
字
病
院
へ
既
に
38

億
１
，
３
４
０
万
円
の
補
助
金

が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
分
娩
業

務
の
再
開
、
八
木
病
院
産
婦
人

科
開
設
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
の
市
内
小
中
学
校

で
、
い
じ
め
１
，
２
８
４
件
、

不
登
校
１
８
３
人
、
暴
力
行
為

１
９
７
件
、
児
童
虐
待
１
１
３

件
。
薬
物
乱
用
者
は
推
計
全
国

２
０
０
万
人
、
市
内
で
も
検
挙

件
数
23
件
、
若
者
の
命
を
守
り

た
い
。
本
市
の
総
借
金
は
８
０

５
億
円
、
未
収
金
は
33
億
円
で

す
。
公
共
施
設
の
再
配
置
、
行

政
の
ス
リ
ム
化
、
身
を
切
る
改

革
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、
30
年
以
内
に
発
生

す
る
確
率
が
82
％
、
首
都
圏
直

下
地
震
の
経
済
的
被
害
は
約
95

兆
円
、
死
者
は
２
万
３
千
人
、

首
都
機
能
が
完
全
に
マ
ヒ
、
本

市
で
も
９
０
０
億
円
の
建
物
経

済
被
害
と
約
20
人
の
死
者
が
予

想
さ
れ
、
さ
ら
に
富
士
山
が
噴

火
す
る
と
市
内
の
降
灰
被
害
は

約
30
㎝
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
防
災
の
充
実
を
プ
ロ
軍
団

と
市
民
力
で
実
現
し
ま
す
。

今
こ
そ
、
家
族
で
楽
し
め
て

健
康
寿
命
と
未
病
効
果
も
あ

る
、
５
０
０
円
で
プ
レ
ー
で
き

る
本
格
的
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

議
長
と
し
て
秦
野
高
校
、
秦

野
総
合
高
校
で
出
前
講
座
の
講

義
を
行
い
積
極
的
に
語
り
合
い

ま
し
た
。

あそ 佳一
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一
般
質
問
ほ
か
市
議
会
全
般
で
活
動

平
成
31
年
度
予
算
審
査
時
の

質
疑
に
つ
い
て

大
野

祐
司

赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
な
い
ま
ち
は

消
滅
都
市

あ
そ

佳
一

秦
野
市
の
魅
力
を
生
か
し
て 

活
力
向
上
を

諸
星

光

災
害
を
想
定
し
た
環
境
づ
く
り
を

和
田

ひ
ろ
ゆ
き

■
若
年
層
が
参
加
で
き
る
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

問

市
長
は
「
４
駅
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
創
造
」
を
掲
げ
て
い
る
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、現
状
、

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
担
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

を
生
き
る
若
者
な
ど
も
活
動
で

き
る
小
田
原
市
「
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

の
よ
う
な
場
所
の
検
討
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

答
「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
に
設
置
し
て
い
る
。
市
内

の
大
型
ス
ー
パ
ー
へ
の
移
転
も

検
討
し
た
が
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
利
用

者
団
体
等
の
声
を
聴
き
な
が
ら

最
適
な
場
所
を
検
討
し
て
い
く
。

要
望

神
奈
川
県
知
事
は
県
議

会
の
代
表
質
問
で
「
公
共
施
設

の
老
朽
化
策
と
し
て
、
国
、
県
、

市
町
村
の
施
設
事
情
を
共
有

し
、
市
町
村
か
ら
の
相
談
に
応

じ
る
窓
口
を
２
０
１
９
年
度
前

半
に
設
置
す
る
方
針
だ
。」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
県
の
保
健

所
と
市
の
こ
ど
も
館
の
複
合
化

な
ど
県
へ
の
相
談
を
要
望
す

る
。

■
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業

務
再
開
と
信
頼
回
復
を

問

分
娩
業
務
休
止
か
ら
４
年

が
経
過
し
、
市
長
は
現
状
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

妊
婦
が
困
ら
な
い
よ
う
行
政
に

広
域
連
携
窓
口
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

答

30
年
度
に
は
大
学
医
局
と

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
精
力

的
に
調
整
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
も
自
ら
先
頭
に
立
ち
事
態
の

打
開
に
務
め
て
い
く
。
ま
た
、

現
在
、
行
政
主
導
で
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

市
内
の
妊
婦
を
適
切
な
分
娩
施

設
に
振
り
分
け
て
い
る
。
さ
ら

に
、
秦
野
赤
十
字
病
院
で
も
妊

市
民
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

や
ひ
ろ
伸
二

婦
診
断
の
際
、
近
隣
病
院
へ
の

連
携
を
行
っ
て
い
る
。

要
望

秦
野
赤
十
字
病
院
で
の

早
期
分
娩
業
務
再
開
と
、
市
民

へ
の
信
頼
回
復
に
向
け
た
積
極

的
な
情
報
発
信
を
要
望
す
る
。

■
ご
み
減
量
で
無
料
化
継
続
を

問

一
部
の
地
区
で
可
燃
ご
み

の
組
成
分
析
な
ど
を
行
い
、
さ

ら
な
る
資
源
分
別
を
行
う
取
組

み
や
草
類
の
分
別
、
も
っ
た
い

な
い
Ｄ
ａ
ｙ
の
開
催
な
ど
市
民

の
意
識
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る

が
、
現
状
の
取
組
み
で
無
料
化

の
継
続
は
可
能
な
の
か
。

答

職
員
が
先
頭
に
立
ち
、
市

民
の
皆
様
と
目
標
を
共
有
で
き

る
関
係
を
築
き
達
成
で
き
る
よ

う
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
。

■
教
育
委
員
会
の
組
織
強
化
で

学
力
向
上
を

問

31
年
度
は
、
教
育
委
員
会

の
組
織
強
化
で
学
力
向
上
を
行

う
よ
う
だ
が
、何
を
行
う
の
か
。

答

学
力
向
上
に
は
、
分
か
る

授
業
・
楽
し
い
授
業
を
実
現
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
指

導
主
事
が
学
校
支
援
に
専
念

し
、
指
導
・
助
言
の
充
実
を
行

う
。
ま
た
、
教
職
員
課
の
設
置

や
主
導
主
事
の
増
員
も
行
う
。

■
そ
の
他
の
質
問
項
目

中
学
校
完
全
給
食
、
防
災
、

歴
史
博
物
館
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、
鳥

獣
対
策
、
幼
児
虐
待
な
ど
に
つ

い
て
も
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

詳
細
は
、
秦
野
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
秦
野
市
議
会

議
会
中

継
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

私
た
ち
秦
野
市
議
会
『
民
政
会
』
は
会
派
一
丸
と
な
り
、
市
民
か
ら
負
託
を
受

け
た
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
予
算
議
会
）
で
は
、
や
ひ
ろ
伸
二
議
員
が
代

表
質
問
を
行
い
、
一
般
質
問
に
は
、
和
田
ひ
ろ
ゆ
き
議
員
、
諸
星
光
議
員
が
登
壇

し
ま
し
た
。

大野 祐司

■
い
じ
め
不
登
校
対
策
に
つ
い

て問

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に

対
し
家
庭
で
も
学
習
で
き
る
よ

う
、
授
業
動
画
の
配
信
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答

民
間
企
業
の
力
も
借
り
な

が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■
学
力
向
上
推
進
に
つ
い
て

問

民
間
企
業
と
の
連
携
や
寺

子
屋
方
式
で
の
学
力
向
上
施
策

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
か
。

答

民
間
企
業
に
よ
る
家
庭
で

の
学
習
時
間
の
確
保
に
よ
り
、

学
習
の
定
着
化
を
図
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
宿

題
指
導
を
行
い
た
い
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て

問

工
業
出
荷
額
の
多
く
を
占

め
る
輸
送
用
機
器
や
電
機
関
係

商
品
も
利
用
可
能
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答

利
用
可
能
店
舗
を
で
き
る

だ
け
多
く
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
市
内
店
舗
で
ご
利
用
い
た
だ

き
、
地
域
経
済
に
還
元
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

■
長
期
連
休
中
の
保
育
所
の
対

応
に
つ
い
て

問

御
代
替
わ
り
に
伴
う
長
期

連
休
中
の
保
育
所
の
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。

答

保
育
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
実

施
し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

公
立
の
施
設
を
中
心
と
し
て
、

必
要
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。


